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危険を見つけて  無くそう災害
あなたの無事が  家族の願い！
（いわて年末年始無災害運動スローガン）



◆公益財団法人　岩手労働基準協会
会 長 三　浦　　　宏
副 会 長 藤　原　　　洋
副 会 長 宮　澤　啓　祐
副 会 長 佐々木　一　嘉

専 務 理 事 中　村　靖　夫

盛岡支部長 藤　原　　　洋
宮古支部長 佐　藤　英　朗
釜石支部長 黒　田　榮　一
花巻支部長 宮　澤　啓　祐
一関支部長 佐々木　一　嘉
大船渡支部長 相　良　安　廣
二戸支部長 梅　垣　俊一郞

◆社団法人全国労働基準関係団体連合会岩手県支部
支 部 長 三　浦　　　宏
事 務 局 長 中　村　靖　夫

◆中央労働災害防止協会岩手県支部
支 部 長 中　村　靖　夫

　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様方には、健やかに新年をお迎えになら
れたこととお慶び申し上げます。
　昨年は行政ご当局のご指導と会員皆様のご協力に
より、所期の事業を推進することができましたこと
に心より感謝申し上げます。
　さて、県内経済は一部で持ち直しの動きが見られ
るものの、雇用情勢は改善に向けた足取りが鈍く、
全体として依然厳しい状況が続いているところであ
ります。
　また、県内の労働災害発生状況は中長期的には減
少傾向にあるものの、未だ多くの方々が被災されて
いる状況にあります。このような状況下にあって、
当協会本来の目的であります「労働者の福祉の向上
と産業の健全な発展に寄与する」ための諸事業の展
開がますます重要となっています。
　厳しい環境下ではありますが、引き続き労働災害

防止、労務管理改善のための各種事業を積極的に展
開してまいりますので一層のご支援を賜りますよう
お願いいたします。
　ところで、平成20年度第２回理事会の決定に伴い、
当協会がかねてより準備をしてまいりました公益財
団法人への移行が岩手県知事の移行認定を受け、平
成22年12月１日に設立登記を行い、「財団法人岩手
労働基準協会」は「公益財団法人岩手労働基準協会」
に移行いたしました。滞りなく移行できましたのも
会員の皆様をはじめ関係各位のご支援によるものと
厚くお礼申し上げます。
　今後は、公益財団法人に相応しい事業の推進を行
い、社会的使命を果たしてまいりますので、倍旧の
ご支援を賜りますようお願い申し上げあいさつとさ
せていただきます。

　　平成23年　元旦平成23年　元旦

公益財団法人　岩手労働基準協会

　　　会
（代表
　　長
理事）　三　浦　　　宏

労働基準情報いわて Jan.　2011

■　№  712 第三種郵便物承認平成23年１月１日発行労働基準情報岩手

2



　　平成23年　元旦平成23年　元旦

　新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
　公益財団法人岩手労働基準協会並びに会員の皆
様方におかれましては、日頃から労働行政の推進
に、格別の御理解と御支援を賜り厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、世界的な金融危機の発生から２年余りを経
過し、景気は全体としては持ち直しの傾向にありま
すが、一部に足踏みを示す分野も見られ、景気回復
を十分実感するには至っていない現状にあります。
雇用失業情勢についても持ち直しの動きが見られる
ものの、水準としては金融危機前には戻っておらず、
引き続き厳しい状況が続いています。
　一方、岩手県における労働災害の発生状況を見ま
すと、長期的には減少傾向にあり、平成21年には死
傷者数、死亡者数ともこれまでの最少を記録しまし
たが、昨年はむしろ増加傾向に転じております。厳
しい経営環境下にあっても、企業、そして社会の礎
である労働者の安全と健康を確保することは、全て
にまさるものといえます。また、賃金不払、長時間
労働事案等が引き続き発生していますが、安心して
働ける社会を実現するためには、労働者の労働条件

確保対策の推進は喫緊の課題といえます。
　このように、労働基準行政に課せられた使命は誠
に大なるものがありますが、貴協会におかれまして
は、これまでも法令に基づく資格付与、講習会の開
催等を通じて労働基準関係法令の普及、一般労働条
件の確保・改善、労働災害防止、健康増進等の推進
に寄与されてきたところであり、本年におきまして
も、私どもといわば「車の両輪」として引き続き連
携・協力を賜り、行政の実が上げられますよう御理
解・御支援をお願い申し上げます。
　また、貴協会におかれましては、昨年、公益財団
法人への移行認定及び設立登記の手続を終え、新た
な法人としてスタートされました。公益目的の法人
として、かつファーストランナーとして、社会的な
期待は誠に大きなものがありますので、労働者の福
祉の向上と産業の健全な発展への寄与に向け、益々
の御発展を期待申し上げております。
　最後になりましたが、新しい年が皆様にとって希
望に満ちた飛躍の年となるよう心からお祈り申し上
げまして、新年の御挨拶とさせていただきます。

岩手労働局

局　長　山　嵜　眞　司

◆岩手労働局
 局　　　　長 山　嵜　眞　司
 総　務　部　長 齋　藤　　　昇
 総　務　課　長 田　村　正　廣
 企　画　室　長 永　山　智　照
 労働保険徴収室長 加　藤　政　志
 労働基準部長 上　野　邦　久
 監　督　課　長 藤　中　基　之
 安全衛生課長 佐　藤　寿　幸
 賃　金　室　長 平　野　雅　義
 労災補償課長 上　関　　　優
 雇用均等室長 鈴　木　千賀子

盛岡労働基準監督署長 石　川　光　明
宮古労働基準監督署長 内　藤　淳　一
釜石労働基準監督署長 澤　田　秀　幸
花巻労働基準監督署長 松　本　秀　二
一関労働基準監督署長 佐　藤　範　雄
大船渡労働基準監督署長 徳　力　信　二
二戸労働基準監督署長 小　田　昭　信
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財団法人岩手労働基準協会は

公益財団法人岩手労働基準協会
 に移行しました

財団法人岩手労働基準協会は

公益財団法人岩手労働基準協会
 に移行しました

　日本の公益法人制度は、明治29年の民法制
定とともに始まり、以来約１世紀にわたって、
民法第34条に基づき、主務官庁の許可を得て
設立され、民間非営利部門において大きな役
割を果たしてきました。
　平成13年以降、公益法人制度の抜本的な改
革に向けた取り組みが進められ、平成18年６
月に関連３法案が公布されました。

　平成19年４月には国の公益認定等委員会が
発足し、新制度は平成20年12月１日より施行
され、従来の公益法人は、平成25年11月末の
移行期間の終了までに移行申請を行わない場
合又は移行期間の終了までに認定・認可が得
られなかった場合には、解散を余議なくされ
ることになりました。

公
益
法
人
改
革

の
流
れ

平成21年３月18日  理事会・評議員会で、公益財団法人への移行と移行時期等、基本方針を
決議。

平成21年４月１日  新「会計システム」の導入。
平成21年９月４日 岩手県担当部との第１回「相談会」開催。その後４回実施
平成21年10月～12月 各支部役員会に対する説明会の開催。　７支部
平成21年11月～12月 「公益法人改革プロジェクト会議」の開催。　２回
平成22年３月19日  岩手労働局長へ「最初の評議員の選任に関する理事の定めの認可申請書

提出。
平成22年３月25日  岩手労働局長より「最初の評議員の選任に関する理事の定めの認可申請

について」認可。
平成22年５月21日 理事会・評議員会で「定款」（案）、諸規定を決議
  「最初の評議員候補者」及び「移行後の理事・監事の選出」、移行後の代

表理事及び副会長・専務理事・業務執行理事を選出。
平成22年５月26日 「評議員選定委員会」開催－評議員候補者全員承認される。
平成22年６月10日 岩手県知事に「公益財団法人」への移行申請書提出。
平成22年９月24日 岩手県公益認定等審議会に当協会の「申請書」が諮問・審議される。
平成22年10月14日 岩手県公益認定等審議会が開催され、当協会の答申を決議。
平成22年11月19日 岩手県知事より公益認定される。
平成22年12月１日 公益財団法人岩手労働基準協会の設立登記。

公
益
移
行
の
経
過

　公益事業であります「講習会事業」の充実を図って
いく必要がありますし、また、定款の目的であります
「労働者の福祉の向上と産業の健全な発展に寄与する」
ために、従来にも増して岩手労働局と連携を強化し、
公益法人としての社会的責任を果たして行く必要があ
ります。

今
後
の
業
務
の

運
営
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　移行登記した12月１日、新旧の理
事・評議員による臨時の理事会・評議
員会を開催し、移行までの経過が報告
され、今後の業務推進の考え方を全員
で確認しました。

　移行後の評議員は、平成22年５月21
日開催の旧法人評議員会において候補
者を推薦し、５月26日開催の評議員選
定委員会において候補者全員承認さ
れ、移行の登記の日より就任すること
になりました。
　評議員は次の方々です。

【評議員（非常勤）】

氏　名 所属事業所

後　藤　道　也 鹿島建設㈱盛岡営業所

髙　木　秀　明 小岩井農牧㈱

佐　藤　慶　彦 ㈱川徳

和　山　軍　生 東海自動車㈱

伊　藤　　　敏 陸中建設㈱

長　山　公　昭
新日本製鐵㈱
棒線事業部釜石製鐵所

津　田　保　之 ㈱津田商店

田　代　直　也 三菱製紙㈱北上事業本部

三　國　慶　耿 和同産業㈱

小野塚　　　徹 同和通運㈱

前　田　光　春 利根ジオテック㈱

大　森　琢　哉 大森工業㈱

佐　藤　　　弘 ㈱菜花堂

宮　澤　信　平 橋爪商事㈱

木澤　光　毅 気仙地方森林組合

一　沢　明　男 一沢コンクリート工業㈱

中　田　専　市 ㈱フクタ

　移行後の理事・監事は、平成22年５
月21日開催の旧法人評議員会におい
て、移行後の理事・監事の選任が行わ
れ、同日開催の旧法人理事会において、
移行後の会長（代表理事）、及び副会
長・専務理事・業務執行理事を選出し
ており、移行の登記の日より就任する
ことになりました。
　理事・監事は次の方々です。

【理　事】

役職 氏　名 所属事業所

会　　長
（代表理事） 三浦　　宏 東北電力㈱岩手支店 非常勤

副 会 長
（業務執行理事） 藤原　　洋 日本通運㈱盛岡支店 〃

副 会 長 宮澤　啓祐 ㈱宮澤商店 〃

副 会 長 佐々木一嘉 ㈱佐々木組 〃

佐藤　英朗 コープケミカル㈱
宮古工場 〃

黒田　榮一 産業振興㈱釜石事業所 〃

相良　安廣 太平洋セメント㈱
大船渡工場 〃

梅垣俊一郎 ㈱一戸製材所 〃

専務理事 中村　靖夫 （公財）岩手労働基準協会 常勤

【監　事】

役職 氏　名 所　属　事　業　所

監　　事 軽石　義則 東北電力労組岩手県本部 非常勤

監　　事 花上　　昭 ㈱ジョイス 〃

監　　事 横澤　英信 ㈱東北銀行 〃

挨拶する三浦新会長、副会長、専務理事

　公益移行に伴い、会費、各種講習受講料の
振込口座について、名義を変更いたしました
ので宜しくご対応をお願いいたします。

　旧名義
　　財団法人岩手労働基準協会○○支部

　新名義
　　公益財団法人
　　　　　　岩手労働基準協会○○支部

　なお、名義のみの変更で、金融機関、口座
番号の変更はありません。

お　願　い

評
議
員

理
事
・
監
事

臨
時
理
事
会
・

評
議
員
会
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2011年は産業安全運動の創始から100年2011年は産業安全運動の創始から100年

　1900年代初頭の
アメリカの産業界
で提唱されてい
た「セーフティ・
ファースト」の運
動に感銘を受けた
古河鉱業足尾鉱業
所所長の小田川全

之（おだがわまさゆき）氏は、1912年（大正元年）、
「安全専一（あんぜんせんいち）」と名付けた標示板
を坑内外に掲示し、従業員の安全意識の高揚を図る
など同鉱業所をあげて安全活動を始めました。これ
が、わが国産業界における自主的な安全運動の創始
と考えられます。
　以降、安全運動は東京電気の蒲生俊文（がもう
としぶみ）氏、住友伸銅所の三村起一（みむらきい
ち）氏ら先駆者により積極的な取り組みが進められ、
1919年（大正８年）には、産業界、官庁、学校など
が協力して「安全週間」が東京を中心に開催されま
した。
　戦後は経済復興とともに、多くの事業主団体で安
全衛生活動が展開されましたが、高度経済成長期に
は大きな災害が多発するようになりました。このた

め、改めて労働災害防止活動の重要性が見直され、
1964年（昭和39年）に労働災害防止団体等に関する
法律が制定されるとともに、1972年（昭和47年）に
労働災害防止の総合立法である労働安全衛生法が制
定されました。これらを契機とした事業主団体や各
企業の長年の努力により、労働災害は長期的には減
少傾向となっていますが、現在でも年間約54万人が
被災しており、1000人を超える尊い命が失われてい
ます。
　そこで、安全運動の創始の年から数えてちょうど
100年目に当たる2011年（平成23年）を中心に、関係
団体及び企業・事業場が一丸となって、広報・啓発
事業や各種記念イベントを展開する「産業安全運動
100年記念事業」を実施することとなりました。
　この記念事業を通じて、経営トップから現場で働
く人すべてが先人の安全にかけた思いと活動を振り
返るとともに、これからの安全衛生活動のあり方を
塾考することにより、安全衛生意識の一層の向上と
安全衛生活動のさらなる進展を目指すこととします。

 産業安全運動100年記念事業実行委員会

 代  表　米　倉　弘　昌  　
 （社団法人日本経済団体連合会　会長）

安全専一の標示板

産業安全運動100年記念事業の趣旨
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【企業・事業場で取組んでいただきたい４つの記念事業】

　産業安全運動100年記念事業として、企業・事業場・団体で自主的に取り組んで
いただきたい記念事業には「安全宣言・安全の誓い」・「安全100年黙祷」・「記念植
樹」・「企業・事業場・団体の自主的な取組み」の４つがあります。
　この産業安全運動100年という節目の年に、それぞれの企業・事業場等において
記念事業に取り組んでいただくことにより、「安全専一」から始まった安全運動を未
来につなげ、さらに全国全産業の企業・事業場等に広げ、一人でも多くの人に安全
への思いを深めていただきたいと考えます。

1 安全宣言・安全の誓い
　企業・事業場等のトップに、自らの言葉で、
未来に向けて安全衛生活動を進めていく決意
や、働く方々の安全と健康を守り抜くという
決意を「安全宣言」や「安全の誓い」として
表明していただきます。
　実施時期として、2011年の年頭、自社の安
全衛生大会の日や創立記念日、全国安全週間
中などが考えられます。
　産業安全運動100年記念サイトに、この表
明について300字以内で書き込みをお願いい
たします。
　表明された安全宣言・安全の誓いの中か
ら特色のあるものを、「トップの直筆サイン」
を添えてパネル化し、「産業安全運動100年記
念『第70回全国産業安全衛生大会』」に併催
する「記念展示」で紹介させていただきます。

2 安全100年黙祷
　この100年間に労働災害で犠牲になられた
方々に哀悼の意を表わすとともに、安全衛生
活動にご尽力された先人に敬意を表し、これ
からも労働災害防止に全力を尽くすという思
いを込めて、全社一斉に、あるいは事業場単
位で行っていただく「安全100年黙祷」です。
　実施時期は、自社の安全衛生大会の日や創立
記念日、全国安全週間中などが考えられます。
　産業安全運動100年記念サイトに、黙祷の
計画や黙祷を行った様子について書き込みを
お願いいたします。

3 記念植樹
　安全衛生活動が、植樹された木のように、
深く根づき、枝が広がるように、各職場で安
全衛生活動が活発に展開され、労働災害のな
い安全で健康な職場が築かれることの願いを
込めた「記念植樹」です。
　実施時期は、自社の安全衛生大会の日や創
立記念日その他の各種記念日、全国安全週間
中などが考えられます。
　記念植樹につきましても、産業安全運動100
年記念サイトに、植樹計画や植樹した時の様
子について書き込みをお願いいたします。写
真の掲載も大歓迎です。

4 企業・事業場の自主的な取組み
　「安全宣言・安全の誓い」、「安全100年黙
祷」、「記念植樹」のほかに、産業安全運動100
年を記念してみなさまの創意工夫による独自
の活動や取組みをお願いいたします。
　産業安全運動100年記念サイトに、その活
動や取組み内容について書き込みをお願いい
たします。

2011年は産業安全運動の創始から100年2011年は産業安全運動の創始から100年
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Ｑ  今年度の岩手県最低賃金は、平成22年10月30
日から改正発効となり、時間額631円から644円
に引上げとなりましたが、支払っている賃金額が、
最低賃金額以上になっているかどうかについての
チェック方法を教えてください。
　もし、チェックして、最低賃金額を下回ってい
た場合には、どのようにしたらよいでしょうか。

Ａ  実際の賃金が最低賃金額以上となっているか
どうかをチェックするには、最低賃金の対象とな
る賃金額と適用される最低賃金額を以下の方法で
比較します。

⑴　時間給の場合
 時間給 ≧ 最低賃金額（644円）

⑵　日給の場合
 日給÷１日の所定労働時間≧最低賃金額（644円）

⑶　月給の場合
 月給÷１か月平均所定労働時間≧最低賃金額（644円）

⑷　上記⑴、⑵、⑶の組み合わせの場合
　例えば、基本給が日給制で各手当（職務手当等）
が月給制などの場合は、それぞれ上記⑵、⑶の式に
より時間額に換算し、それを合計したものと最低
賃金額（644円）と比較します。

【チェック例１：月給制のＡさんの場合】
 　岩手県内の会社で働く労働者Ａさんは、月給で、
基本給が月90,000円、職務手当が月10,000円、通勤
手当が月5,000円支給されています。また、この他
残業や休日出勤があれば時間外手当、休日手当が
支給されます。11月は、時間外手当が15,000円支給
され、合計が120,000円となりました。
 　なお、Ａさんの会社の年間所定労働日数は250日、
１日の所定労働時間は７時間30分です。

基　本　給 90,000円
職 務 手 当 10,000円 労働時間／日 ７時間30分
通 勤 手 当 5,000円 年間労働日数 250日
時間外手当 15,000円 岩手県最低賃金 644円
　合　　計 120,000円

① Ａさんに支給された賃金から、最低賃金の対象
とならない賃金を除きます。
　除外される賃金は通勤手当、時間外手当です。
　職務手当は除外されませんので、
　　120,000円－（5,000円＋15,000円）＝100,000円
② この金額を時間額に換算し、最低賃金額と比較
すると、

　　100,000円÷（250日÷12月×7.5時間）＝640円＜644円
　となり、最低賃金額を下回ることになります。

最低賃金額以上になっているかの
チェック方法

　「危険を見つけて　無くそう災害　あなたの無事が
家族の願い！」をスローガンに、平成22年12月１日
から平成23年１月31日までの62日間、「いわて年末
年始無災害運動」が県内で展開されています。

　この運動の主唱者である岩手労働局（山嵜眞司局
長）並びに岩手労働災害防止団体連絡協議会（会長；
三浦宏岩手労働基準協会長）は、運動スタートの日
の12月１日、矢巾町流通センター内でキックオフセ
レモニーを行いました。
　山嵜岩手労働局長は「無災害に向け一層の取組を
期待する」と年末年始、冬季間の労働災害防止を呼
びかけられました。
　その後、県道盛岡和賀線沿いに参加者でこの運動
の「のぼり」62本を設置しました。「のぼり」は運
動期間の62日間に合わせ、１本１本に無災害への願
いを込めました。
　各災害防止団体では、この無災害運動の目標達成
のためこの期間に集中して安全パトロールや研修
会、会議を行ってまいります。

12月１日～１月31日
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　快適職場推進計画の作り方や申請の方法について
は、快適職場推進アドバイザーが無料でお手伝いい
たします。お気軽にご相談ください。

〈連絡先〉
岩手快適職場推進センター
〒０２０－００２２
盛岡市大通一丁目１番16号　㈶岩手労働基準協会内
TEL　（０１９）６２３－６５２１
FAX　（０１９）６２３－６４２４

認定番号 事　　業　　場　　名 市町村名

769
株式会社岩手日建工業
経営体育成基盤整備事業和賀中部
六原地区第24号工事

北上市

岩手労働局長認定　《11月認定分》 快 適 職 場 事 業 場

 新会員事業所のお知らせ 新会員事業所のお知らせ  11月に加入された事業所をご紹介いたします11月に加入された事業所をご紹介いたします

支部名 事　業　所　名 所在地

宮　古 ㈲菊池重機 山田町

花　巻 カワムラ看板 花巻市

支部名 事　業　所　名 所在地

花　巻 ハイナジー㈱ 北上市

一　関 東和テック㈱　藤沢工場 藤沢町

【チェック例２：
日給制と月給制の組み合わせのＢさんの場合】
　岩手県内の会社で働く労働者Ｂさんは、基本給
が日給制で、１日あたり4,600円、各種手当が月給
制で、職務手当が月15,000円、通勤手当が月5,000円
の合計20,000円支給されています。　
　11月は、20日間働き、合計が112,000円となりま
した。
　なお、Ｂさんの会社は、年間所定労働日数は250日、
１日の所定労働時間は８時間です。

基本給（日給） 4,600円
11月の労働日数 20日 労働時間／日 ８時間
職 務 手 当 15,000円 年間労働日数 250日
通 勤 手 当 5,000円 岩手県最低賃金  644円
　合　　計 112,000円

① Ｂさんに支給された手当から、最低賃金の対
象とならない賃金である通勤手当を除きます。

　　20,000円－5,000円＝15,000円
② 基本給（日給制）と手当（月給制）のそれぞ
れを時間額に換算し、合計すると、　
　基本給の時間換算額
　　4,600円÷８時間／日＝575円／時間
　手当の時間換算額
　　15,000円÷（250日÷12月×８時間）＝90円／時間
　合計の時間換算額
　　575円＋90円＝665円＞644円
　となり最低賃金額以上になっています。

　使用者は、改正発効日の平成22年10月30日分から
最低賃金額（644円）以上の賃金を支給しなければ
なりません。
　上記例の手順でチェックしたところ、最低賃金
額を下回ってしまうことが分かった場合には、不
足額を支払う必要があります。賃金計算期間中に
最低賃金額が改正となり、賃金を換算した時間額
が改正後の最低賃金額を下回っていた場合につい
ても、同様に改正発効日から引上げて支給する必
要があります。
　賃金計算期間中に最低賃金が改正となって、最
低賃金額を下回ることとなった場合は、賃金の不足
分を、「11月賃金不足分」等と分かりやすく明示し
て臨時手当として支給することにより対応し、翌
月の賃金から改正最低賃金額以上に引上げるとい
う方法もあります。
　詳しくは、岩手労働局賃金室または最寄りの労
働基準監督署にご相談下さい。
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講習会のおしらせ 23年３月迄のご案内
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電話番号 FAX番号 E-mail アドレス

本 　 　 部 ０１９－６２３－６５２１ ０１９－６２３ー６４２４ honbu@iwateroukikyo.com

盛 岡 支 部 ０１９－６２２－０６８２ ０１９－６２２－０６３４ morioka@iwateroukikyo.com

宮 古 支 部 ０１９３－６２－４９０６ ０１９３－６２－４９０６ miyako@iwateroukikyo.com

釜 石 支 部 ０１９３－２２－３９４４ ０１９３－２２－３９４４ kamaisi@iwateroukikyo.com

花 巻 支 部 ０１９８－２４－９５１１ ０１９８－２３－６３０３ hanamaki@iwateroukikyo.com

一 関 支 部 ０１９１－２３－７７２９ ０１９１－２３－７７２０ ichinoseki@iwateroukikyo.com

大船渡支部 ０１９２－２７－３７９７ ０１９２－２７－８９７４ ofunato@iwateroukikyo.com

二 戸 支 部 ０１９５－２３－５５２１ ０１９５－２３－０４１９ ninohe@iwateroukikyo.com

岩手労働基準協会お問い合わせ先

�������	
���
��������������

「石綿救済法」による特別遺族給付金の請求期限は平成24年３月27日までです。

（公財）岩手労働基準協会人事

役職名 氏　名

専務理事
（兼）事務局長 佐　藤　征　勝

退職（平成22年11月30日付）

新職名 氏　名 旧職名

専務理事
（兼）事務局長 中　村　靖　夫 事務局次長

昇格（平成22年12月１日付）
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岩手の死亡災害（11月末）

製　造　業 3 ( 1 )
鉱　　　業 0 ( 1 )
建 設　業 1 ( 5 )
運 輸　業 1 ( 0 )
林　　　業 4 ( 4 )
商　　　業 2 ( 0 )
そ の　他 4 ( 0 )

累 　　計 15 (11)
 （　）内は前年同期

　今年は、「安全専一」の標示板を掲示し、わが国産業
界における自主的な安全活動の創始とされる年から100
年目になります。
　その年とは何年でしょうか。

　① 1912年（大正元年）

　② 1919年（大正８年）

　③ 1926年（昭和元年）

●応募方法  ①自宅住所・氏名　②クイズの答え　③本誌への意見や感想な
どを書いて、ハガキ、FAX又はｅメールでお寄せ下さい。

●締め切り 平成23年１月24日（月）消印有効
●宛先　　 〠020－0022　盛岡市大通一丁目１－16
 　　㈶岩手労働基準協会　クイズ係宛て
 　　ＦＡＸ 019－623－6424
  ｅメール　honbu@iwateroukikyo.com
●賞品及び発表　　応募者の中から抽選で５名様に図書カード（500円券）を
 　お送りします。当選者への賞品発送をもって発表にかえます。
●12月号の正解　　③

ヒント　本誌６ページに関連記事
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発　行　所  公益財団法人岩手労働基準協会／盛岡市大通一丁目１－16
  　岩手教育会館7Ｆ／〠020－0022／☎019－623－6521
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  FAX019－623－6424
編集・発行人 中　村　靖　夫

発　行　  平成23年１月１日
　　　　　  定価　１部　100円

会員事業所の購読料
は年会費に含む

川柳原生林社　編集長　中 島 久 光

　新年から夢を失うような句ですみません。いつでも夢を

失うことのないように暮らしましょう。「哀しい棒」の表現

が身につまされます。明日へ向かっていつでも夢を！

 （川柳原生林10月号〈杜若〉鈴木みさを作品より）　

○今年は産業安全運動の創始から100年になる。「安
全専一」は一企業の運動に留まったが、大正６年に
「安全第一協会」を設立し、普及宣伝に乗り出した内
田嘉吉は、「安全第一のその根本の思想は、博愛の精
神から流れ出ずるものであるから、これを人道の極
致とも称しうるものである」と述べている。
　危険予知活動、リスクアセスメントとその手法は
様々だが、その基本になる考えは、労災被災者を絶
対に出さないという強い信念だと思う。
　現在、各事業場に「安全第一」の掲示がなされて
いる。「安全第一」の標語に先駆者の思いを込め、安
全文化が各企業に定着することを願うものである。
 （ＹＮ）

監修：中災防、マンガ：ミヤチ　ヒデタカ
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